
男女共同参画週間

第 32 期保健補導員会
（2022 年 2 月）

2023 年 1月 第 18 号

須坂市男女共同参画推進市民会議では、男女共同参画意識の向上のため
男女共同参画いきいきフォーラムや輝く女

ひと

と男
ひと

セミナーなどを開催し
身近な地域から、市民の皆さんとともに学び活動しています

●須坂市男女共同参画推進市民会議の構成団体 ( 順不同 ) ●
退職公務員連盟須高支部女性部・須坂市シニアクラブ連合会女性部・須坂市民生児童委員協議会・須坂市 PTA 連合会・JA
ながの女性部須高ブロック・須坂商工会議所女性会・須坂青年会議所・須坂市保育園保護者会連合会・須坂市女性団体連絡協議
会・共同参画をめざす会須高支部・須坂せせらぎ生活学校・須坂市連合婦人会・須坂市消費者の会・須坂市食生活改善推進協議
会・カサブランカ・連合長野高水地域協議会須高地区連合会・長野県農村生活マイスター協会上高井支部須坂地区・須坂市保健
補導員会・信州須坂風土舎・ファミリーサポート稚児百合・環境を守る会・長野県在宅看護職信濃の会・須坂市区長会・長野
人権擁護委員協議会須高部会・須坂市男女共同参画推進委員会　ほか個人会員

性別により制約されることなく、男女が対等な立場であらゆる分野に参画し、
責任を共に担う男女共同参画社会の実現を目指します。

いきいき通信
男女共同参画



たまにはそろって記念写真 ハーイ笑ってー・
本郷町ふれあいサロンの皆さん交流会早くできるといいね！

姉妹都市である新潟県新発田市より19 号台風の支
援をいただいたお礼に、３役と事務局で訪問しました。

皆で感染予防 Playいきいき外出のお手伝い

	◆
民
生
委
員
と
は

民
生
委
員
制
度
は
、
今
年
で

１
０
５
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、

須
坂
市
で
は
民
生
委
員
児
童
委
員

が
１
０
６
名
、
主
任
児
童
委
員
が

13
名
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
地
域

が
決
ま
っ
て
い
て
問
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域

や
家
庭
で
の
困
り
ご
と
・
心
配
事

を
聞
い
て
助
け
て
く
れ
る
人
や
場

所
を
紹
介
す
る「
つ
な
ぎ
役
」で
す
。

子
ど
も
や
子
育
て
の
相
談
に

の
る
児
童
委
員
で
も
あ
り
、
専
門

に
主
任
児
童
委
員
と
い
う
役
割
を

持
つ
人
も
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
相
談
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
の
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す

（
守
秘
義
務
）。
行
政
と
は
異
な
り

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

	◆
自
然
災
害
へ
の
対
応

災
害
大
国
日
本
に
お
い
て
震

災
・
台
風
・
豪
雨
等
ふ
ま
え
、
災

害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
に

取
り
組
み
、
迅
速
な
安
否
確
認
活

動
、
避
難
後
の
生
活
支
援
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
の
19

号
台
風
に
お
い
て
、
被
災
後
の
安

否
確
認
の
難
し
さ
、
そ
の
後
の
生

活
支
援
の
難
し
さ
を
体
験
し
、
反

省
も
ふ
ま
え
た
対
策
も
急
務
で
す
。

	◆
日
滝
地
区
の
活
動
紹
介

月
に
一
度
定
例
会
を
開
き
、
市

役
所
・
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
や
今
後
の
予
定
の
確
認
、

協
議
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

を
元
に
地
区
で
月
例
会
を
開
き
話

し
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら
地
域
で
の
活
動
を

共
有
し
ま
す
。

ま
た
研
修
を
行
い
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
・
成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
・
人
権
啓
発
講

習
会
・
企
業
訪
問
・
生
活
保
護
に

つ
い
て
・
心
の
健
康
を
保
と
う
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
紹
介
等
々
様
々

な
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

	◆
訪
問
活
動

担
当
エ
リ
ア
に
住
む
一
人
・
二

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、

み
ま
も
る
君
通
信
等
を
配
布
し
な

が
ら
、
会
話
の
中
で
食
事
な
ど
困

っ
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
お
聞
き

し
た
り
、
災
害
時
の
対
応
や
詐
欺

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
啓
発
活

動
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
お
話
な
ど

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

	◆
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動

地
域
の
方
の
お
手
伝
い
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
出
か

け
は
お
医
者
さ
ん
の
み
な
ん
て
言

わ
な
い
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
と
の

久
し
ぶ
り
の
会
話
や
ゲ
ー
ム
・
歌
・

軽
体
操
な
ど
を
し
て
ゆ
っ
く
り
楽

し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

	◆
高
齢
者
交
流
会

社
会
福
祉
協
議
会
協
力
の
も

と
、
各
町
の
区
長
主
体
で
高
齢
者

交
流
会
を
開
催
し
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
交

流
会
を
行
い
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
て
い
た
だ
く
会
で
、
民
生
委

員
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
発
生
し
て
か
ら
一
度
も
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
て
お
ら
ず
、
今
年
も
皆

さ
ん
の
お
宅
に
お
菓
子
を
配
ら
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
終
息
を
迎
え
、
早

く
交
流
会
が
で
き
る
日
を
待
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
だ
よ

り
『
こ
ん
に
ち
は
！
』
の
全
戸
回

覧
・
高
齢
者
宅
配
布
等
行
っ
て
い

ま
す
。

様
々
な
多
様
性
を
持
つ
社
会

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

地
域
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

み
ん
な

笑
顔
で皆

が
安
全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
を
つ
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

須
坂
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
日
滝
地
区



市
で
は
、
町
別
人
権
問
題
学
習
会
な
ど
の
中

で
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を

な
く
し
、
男
女
が
と
も
に
地
域
活
動
に
参
画
す

る
よ
う
、
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ�

の
な
い
社
会
を

め
ざ
し
て

～
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
～

Ｄ
Ｖ
と
は
何
か
、
周
り
の
人

の
関
わ
り
方
な
ど
、
具
体
的
な
事

例
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
か
ら

●
Ｄ
Ｖ
加
害
者
、
人
権
侵
害
を
し

て
い
る
人
は
、
自
分
は
加
害
者
で

あ
る
事
に
気
付
い
て
い
な
い
。
そ

の
点
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
も

ら
え
る
の
か
知
り
た
い
。

●
Ｄ
Ｖ
は
身
近
に
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

●
Ｄ
Ｖ
に
よ
る
影
響
が
つ
く
り
出

す
社
会
問
題
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

●
市
内
に
お
い
て
Ｄ
Ｖ
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

●
相
談
窓
口
が
明
確
に
な
っ
た
。

安
心
で
き
る
避
難
所
づ
く
り

～
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
～

防
災
活
動
へ
の
女
性
の
参
画
や

避
難
所
で
の
男
女
の
ニ
ー
ズ
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。（
今
年
４
月

に
、
男
女
共
同
参
画
課
と
人
権
同

和
政
策
課
を
統
合
し
、
人
権
同
和
・

男
女
共
同
参
画
課
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
町
別
人
権
問
題
学
習

会
で
の
学
習
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

市
の
組
織
再
編

本
年
４
月
に
男
女
共
同
参
画
課

と
人
権
同
和
政
策
課
を
統
合
し
、
人

権
同
和
・
男
女
共
同
参
画
課
と
な
り

ま
し
た
。
事
務
室
は
、
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
内
に
あ
り
、
新
た
に
女
性
相

談
員
を
配
置
し
、
様
々
な
女
性
の
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�（
須
坂
市
大
字
小
山
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2
6
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家
庭
や
職
場
な
ど
、
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
の
中
で
生
じ
る
、
人

間
の
自
然
な
感
情
で
あ
る「
怒
り
」

を
理
解
し
、「
さ
わ
や
か
」
に
伝

え
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
、
円
滑

な
人
間
関
係
の
構
築
を
支
援
す
る

講
座
で
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
か
ら

●
自
分
の
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
事
が
う
ま
く
で
き
な
い
時

の
こ
と
の
解
決
に
な
り
ま
し
た
。

●
「
感
情
」
を
こ
ん
な
に
細
分
化

し
て
考
え
た
こ
と
は
今
ま
で
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

●
怒
り
の
感
情
が
日
常
生
活
の
中

で
様
々
あ
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て

気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア

イ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
も
っ
と
早
く
身

に
つ
け
た
か
っ
た
で
す
。
以
前
小

さ
い
頃
子
ど
も
か
ら
お
母
さ
ん
は

何
を
怒
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
と
、
最
近
言
わ
れ
た
の
で
。

●
怒
り
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ

と
。
自
分
の
こ
と
を
知
る
こ
と
で

相
手
の
気
持
ち
を
理
解
で
き
る
こ

と
。
人
と
の
信
頼
関
係
の
築
き
方

な
ど
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

●
怒
り
の
感
情
を
持
っ
た
り
「
わ

が
ま
ま
」
は
必
ず
し
も
悪
い
こ
と

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
少
し
安
心
し
ま
し
た
。

●
実
行
す
る
た
め
に
は
、
心
が
け

て
慣
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
身
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い

る
つ
も
り
で
、
わ
か
っ
て
い
な
か

っ
た
ん
だ
な
と
気
付
く
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

●
自
分
の
考
え
や
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
と
異
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
怒
る
。“
べ
き
”を
持
ち
す

ぎ
て
い
る
と
思
う
。
そ
こ
で
怒

り
の
感
情
が
出
る
と
す
ぐ
爆
発

す
る
。
子
に
対
し
て
は
特
に
威

圧
的
に
怒
鳴
っ
て
し
ま
う
。
命

に
か
か
わ
る
こ
と
で
な
く
大
し

た
こ
と
で
も
な
い
の
に
。そ
の“
べ

き
”を
減
ら
し
た
い
。
怒
る
こ
と

を
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

怒
っ
た
あ
と
冷
静
に
さ
わ
や
か

に
伝
え
ら
れ
た
ら
良
い
と
思
っ
た
。

須
坂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
会
議
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
課
題
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を
深
め
よ
う
と
２
０
２
２
年
10
月

26
日
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
長
野
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
“
あ
い
と
ぴ
あ
”
様
と

の
共
催
で
、
一
般
参
加
者
も
含
め
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

�

◆
演
題:

「
怒
り
の
対
処

～
怒
り
の
感
情
と
上
手
に
つ
き
あ
う
～
」

講
師:�

安
納 

吉
野
さ
ん

（（
一
社)

日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
認
定
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
キ
ッ
ズ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

輝
く
女ひ

と

と
男ひ

と

セ
ミ
ナ
ー

地域地域
学習会学習会

男女共同参画



男女共同参画いきいきフォーラム

家庭や地域にある身近な出来事から
男女共同参画を考えます

【講演】
演題：女性も男性も輝いて働き続けるために
 ～私の子育てから～
講師：ＳＢＣ信越放送アナウンサー
 中澤  佳子さん

【事例紹介】　蔵の町すざか昔を語る会の活動発表

※今年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
入場者を制限して開催します。

 ：左記の二次元バーコードからアクセスの上お申し込みください。
 ：2023年1月4日(水)～1月27日(金)
 ：須坂市社会共創部人権同和・男女共同参画課

(℡026-245-0909）
 ：須坂市男女共同参画推進市民会議・須坂市

申込方法
申込期間
問 合 せ

主 催

2023年2/12(日)
午後1時30分～3時30分
須坂市文化会館
メセナホール
（小ホール）

地域では…

職場では…

家庭では…

学校では…

男女共同参画社会が
実現すると

●ボランティア活動などに
男性も女性も主体的に関
わり､住みよい地域づくり
に参画しています。

●男性も女性も､家庭､地域生
活と両立ができ､働きやすい
職場環境になっています。

●家族みんなで積極的に家事
や子育て､介護などを行って
います。

●進学や就職などにおいて､性
別にかかわらず個人の意思
や能力を尊重した進路選択
ができています。

相談無料秘密厳守

※来庁される場合は、事前にお電話をください。

須坂市人権同和・男女共同参画課
026-245-0909

男性と女性が互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分かち合いつつ、
性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮できる社会のことです。

「男女共同参画って、難しそう…」、「自分には関係ない」と思っている人は少なくないと思います。また、
「参画」という言葉もあまり聞き慣れませんね？
参画とは、単に「参加」するという事ではなく、方針の立案や決定など「意思決定への参加」という事です。
男女共同参画社会とは、仕事、家庭、地域活動などの様々な分野で、男女のどちらかに負担や責任が

偏ることなく、自らの希望に沿った形で活躍できる社会の事です。

「男性は仕事、女性は家庭」、「男だから強くなりなさい」、「男の子はくよくよしない!」「女だから控えめにしな
さい」「女の子だからおとなしくしなさい」などの、価値観に縛られていませんか？
性別による固定的な役割分担の考えが根強く残り、この役割分担意識に縛られて自分の希望を叶えられ

ない人が多くいます。一人ひとりが豊かな人生を送る上で、性別にとらわれることなく家庭や学校、職場や
地域でそれぞれの個性と能力を発揮できるような社会づくりが必要です。

もっとわかりやすく〜

こんな経験したことありませんか？

女性の一般相談

ドメスティックバイオレンス（DV）

DV24 時間ホットライン

DV 相談ナビ　＃8008（はれれば）

女性相談センター

026-219-2413

026-235-5710

0266-22-8822
長野県男女共同参画センター "あいとぴあ "

一般相談　火〜土 9:00〜12:00、13:00〜16:30
法律相談（要予約）第 1、3 木曜日
カウンセリング（要予約）第 2 土曜、第 4 金曜日

（最寄りの配偶者暴力相談支援センターにつながります）

（毎日 24 時間）

（月〜金 8:30 〜 17:15）

編集・発行
須坂市男女共同参画推進市民会議
須坂市社会共創部人権同和・

男女共同参画課
このパンフレットは、19,500部作成し、1部10.45円です。

男女共同参画社会って？


